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第８期計画の策定に向けた検討すべき課題等に関する意見書について（回答） 

【委員からの書面による意見書】（９件） 

No 意 見 概 要 回  答 

１ 
※介護職員の離職を防ぐために 

①感染症の理解と対応についての勉強会

をする。（HACCPなど） 

 

 

 

備考 

HACCP（ハサップ）とは、食品等事業者自

らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要

因（ハザード）を把握した上で、原材料

の入荷から製品の出荷に至る全工程の中

で、それらの危害要因を除去又は低減さ

せるために特に重要な工程を管理し、製

品の安全性を確保しようとする衛生管理

の手法です。介護保険のサービス事業所

には馴染まないものであるため、今回の

回答には含めませんでした。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

委員からご意見いただきました感染症

の理解と対応についての勉強会につきま

しては、各事業所において、介護職員等

に対する衛生管理（感染症・食中毒予防

等）に関する研修等の実施に努めていた

だいているところです。また、各事業所

において、衛生管理に関するマニュアル

等の整備をお願いしており、感染症の発

生を防止するため、衛生的な運営管理に

日々努めていただいております。 

新型コロナウイルス感染症に関する情

報等につきましては、国等からの通知な

どを迅速に周知しており、各事業所にお

いて介護職員等に情報共有していただい

ております。 

今後も関係機関と連携を図りながら、

感染症対策に取組んでいきたいと考えて

おります。 

２ 
※介護職員の離職を防ぐために 

②身近で取組みやすいところから、ロ

ボット導入したらどうか。（ペット型ロ

ボット、入浴支援機器、歩行分析ＡＩ搭

載リクレーション機器等） 

また、国際福祉展等の展示会や催しの情

報を入手しやすくしてほしい。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

介護ロボットには、装着型パワーアシ

ストや歩行アシストカート、自動排せつ

処理装置、入浴支援機器、認知症の方の

見守りセンサーなど様々なタイプがあり

ます。介護ロボットは、介護者の身体

的・精神的負担の軽減に効果的であると

認識しております。 

国からの交付金を活用し、本市でも介

護ロボットを導入した事業所があります

ので、今後も国からの通知等が届きまし

たら、逐次、介護施設へ情報提供してい

きたいと考えております。 

３ 
※介護職員の離職を防ぐために 

③口腔ケアや嚥下機能を保つための研修

や、認知症予防、認知症の方への落ち着

いた接し方等の講習等を行ったらどう

か。また、ユマニチュードやアンガーマ

ネジメント、セラピー、心理学的なも

の、接遇、被介護の人への理解を深める

もの、プライバシーの保護等の研修も開

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

研修や講習等については、各事業所に

おいてそれぞれ研修の目的や内容、研修

期間、実施時間等を定めて実施していた

だいているものと認識しています。職員

の勤務経験年数に合わせた研修内容や、

新型コロナウイルス感染症など今般の情

勢に合わせた研修や講習等を開催するこ
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催してほしい。 

困難な状況にも慌てず落ち着いて対応で

きることは自信になり、介護職員を続け

てゆくことができます。 

とで、介護職員の知識が広がり自信につ

ながるとともに、離職を防ぐ一つの要素

につながることを期待しております。 

４ 
※介護職員の離職を防ぐために 

④県主催の認知症基礎研修や在職者向け

スキルアップ講習等のような多種多様な

研修を開催してほしい。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

介護職員を養成する研修やスキルアッ

プ講習等は様々あり、研修の主催者につ

いても国や県、関係団体、民間など多く

の機関が研修を開催しています。本市に

案内が届いた研修に関しては、各事業所

に迅速に周知し、研修の機会の確保と参

加促進を図っております。 

また本市では、平成２６年度より介護

職員初任者研修を実施し、人材不足が懸

念される市内介護事業所への就労へつな

げており、今後は介護に関する入門的研

修（介護のお仕事入門研修）について

も、開催する予定で考えております。 

今後も継続的に研修を実施し、人材不

足解消に努めるとともに、離職を防ぐ手

立ての一つとなるよう、国や県と協力し

ながら取組んでいきます。 

５ 
ヤングケアラーの調査があるとニュー

スで聞きました。動きと集計結果が分か

れば教えてください。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

厚生労働省では、病気や障害などのあ

る家族の介護をするヤングケアラー（18

歳未満の子ども）に関する実態調査を今

後行う予定とのことです。学業や進路に

影響する例があり、相談しやすい環境や

負担軽減といった支援策を検討するた

め、教育委員会を通じて広く現状を把握

し、今後調査結果をまとめる予定と伺っ

ております。今後新たな情報が入りまし

たら、適宜お知らせいたします。 

６ 
１．介護問題の深刻さへの意識の喚起と

計画での明文化 

財政状況や人手不足を踏まえると、介

護保険の給付抑制や負担増は避けられな

いと考えています。そのため、現在元気

な高齢者やその家族も含めた広い範囲で

の市民の意識を、介護問題の深刻さに対

する関心に向けて、もっと高めていく必

要があります。その視点から、市民への

情報提供の活発化とまた次期計画におい

ても、より明確にその旨を明記すべきと

考えます。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

本市では、市民の皆さんにまちづくり

に関する情報や学習の機会を提供するた

め、市職員による富士見市協働によるま

ちづくり講座（通称：出前講座）を開催

しています。出前講座では「介護保険っ

てなんですか？」というメニューで、介

護保険の概要についてお話しさせていた

だいております。市民の意識喚起につな

がり介護保険制度を理解していただく

きっかけになればと考えております。 

また、介護保険の深刻さにつきまして

は、策定中の第８期計画（素案）に、長
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期的な人口推計及び事業量の見通し等か

ら増加傾向にあることを明文化してお

り、要介護認定者数も増加していく見通

しから介護サービスの利用者数や給付費

が増加していく見込みであることについ

ても記載しております。 

７ 
２．「地域包括ケアシステムの構築に向

けた取組み」資料の補強 

地域包括ケアシステムの構築は、今後

の介護問題においても重要なコンセプト

であると思われます。そのため、介護保

険を巡る体制がもっと市民生活の現実に

も密着していることを分かりやすく伝え

る必要があると思われます。本会議で配

布された「富士見市の地域包括ケアシス

テムの構築に向けた取組み」（参考資

料）についても、これだけだと、介護状

態になった場合の問題処理であり、その

時に考えればいいのではと先延ばしにさ

れてしまう懸念もあると思われるので、

現在の生活がいかに間近に迫っている介

護問題に繋がっているのかの理解を深め

るような工夫が必要とされます。 

一例として、厚生労働省のウエブサイ

トにある「植木鉢」のイラスト等を使っ

て、それをさらに漫画化して、より分か

りやすい説明を加えるのもどうでしょう

か。この図では、医療や介護などのサー

ビスは「葉」、すまいとすまい方は暮ら

しの基盤として「鉢」に位置付けられて

います。さらに、介護予防や生活支援が

充実しなければ「葉」が生きてこないた

め、養分を含んだ「土」に相当するとさ

れ、また生活を支える上では、本人と家

族の心構えが重要になるため、自己決定

を表す「皿」に位置付けられています。 

こうした、「土」や「鉢」や「皿」が

あって、はじめて「葉」が成長していく

姿がよく理解され、介護・医療問題と現

状の生活との深いかかわりへの導入部と

して、その関連性への関心が湧くのでは

ないかと思われます。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

策定中の第８期計画（素案）の「第３

章 計画の基本的な考え方」の中に、「４ 

地域包括ケアシステムの構築に向けた取

組み」というページを新たに追記するこ

とといたしました。 

委員からご意見いただきました「地域

包括ケアシステムの 5 つの構成要素（植

木鉢のイラスト）」を掲載し、介護保険

事業推進委員会で参考資料として配布し

た「富士見市の地域包括ケアシステムの

構築に向けた取組み」の図と一緒に掲載

することで、本市の特性に合わせた地域

包括ケアシステムの取組みについて分か

りやすく伝えられたらと思い、追記した

ところです。 

８ 
３．地域包括ケアシステムの階層的体系

化 

「地域包括ケア」について、以下の図

のように、「医療」「介護」「介護予

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

地域包括ケアシステムは、高齢者が住

み慣れた自宅や地域で自立し、尊厳のあ

る暮らしを可能な限り継続できるよう、
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防」「住まい」「生活支援」を階層的に

整理し、木のような形のツリー構造にし

て、理解を深めてもらうのも有効な方法

と思われます。 

例えば、「医療」には在宅医療や病床

機能の分化、在宅医や訪問看護の増加、

医療機関同士の連携などが入ってきま

す。また、医療・介護連携とか、認知症

ケアの場合、複数の分野にまたがるた

め、「医療と介護」「介護と生活支援」

といった形で接続して理解できるのでは

ないかと思われます。 

このように階層的に整理されている

と、市の行う施策の構造や施策同士の関

係性が明らかになり、政策評価も分かり

やすくなり、市民にとっても「地域包括

ケアシステム」の進捗や課題の評価が容

易になるのではないかと期待されます。 

医療・介護・介護予防・住まい・生活支

援が一体的に提供されることを目指した

ものです。委員ご意見のとおり、地域包

括ケアシステムの構築に向けた取組みは

複数の分野にまたがる施策が多いため、

今回、分かりやすく図で表したのが、介

護保険事業推進委員会で参考資料として

配布した「富士見市の地域包括ケアシス

テムの構築に向けた取組み」の図でござ

います。 

また、策定中の第８期計画（素案）の

の「第２章 高齢者の現状」の中に、「３

第７期計画の評価及び第８期に向けての

課題」を追記し、第７期計画の体系やこ

れまでの取組み等を踏まえ、第８期計画

に向けた課題を整理いたしました。計画

の進行管理や進捗状況の評価・点検につ

いては、介護保険事業推進委員会におい

て定期的に行うとともに、関係各課等に

事業評価シートによる調査を行い、地域

包括ケアシステムに関連する取組みの評

価も併せて行ってまいりましたので、ご

理解いただければと存じます。 

９ 
４．ケアプランの充実 

ケアマネジメントは、介護保険のもっ

とも本質的な部分を担っていますが、現

行システムでは、多くの場合に「ケアプ

ラン＝介護保険を受けるための計画」と

一般的に理解されているように思われま

す。しかし、介護予防のための「自立支

援介護」や、ＡＤＬの改善を重視する

「自立支援型ケアプラン」、また介護利

用者のより充実したＱＯＬの向上のため

にも、ケアプランは重要な役割を持って

います。 

ケアマネジメントについては、報酬体

系の問題、独立性の問題などが複雑に絡

み合っているようですが、もっと広く

「地域共生社会」の実現に向けた視点か

ら、利用者の自己決定を支援する「代理

人機能」という、その本来の役割が発揮

され、利用者の納得感が高まることがま

すます期待されます。 

【高齢者福祉課 地域包括ケア係】 

本市の取組みとしては、地域ケア個別

会議と介護予防支援地域ケア会議を開催

しており、ケアマネジャーや地域包括支

援センターの職員に対し自立支援に資す

るケアマネジメントスキルの向上を図る

ため、定期的に開催しております。地域

ケア会議を通して、自立支援の考え方や

課題解決能力についても高めることがで

きるよう支援しており、多職種が参加し

助言をしてもらうことで、その人らしい

生活の実現に向けたケアプランにつなが

るよう、開催しているところです。 

高齢者一人ひとりの心身状況等は異な

り、困りごとや課題も違いますので、そ

の人の思いを反映し自立支援に資するケ

アプランの作成につながるよう、今後も

地域ケア会議を通して実践力を高めてま

いりたいと考えております。 

 


